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ちょうどいいまち菊川の まめまめ通信 

発行 2022年冬号 

 

 昨年の選挙から早いもので 1年が経ちました。2022年もよろしくお願いいたします。 

1月中旬から新型コロナウィルスの変異株オミクロン株の感染が拡大しております。一人ひ

とりの小さな行動の積み重ねが感染拡大を防ぐことにつながります！ 新型コロナ感染対策も

皆様、習慣化されていることと思いますが、今一度、それぞれが感染対策を見直し、不織布マ

スクの常用や人との距離の確保、換気、手洗いや消毒などを徹底することが必要です。皆様の

ご協力をお願いします。 

■令和 3年度一般質問■（2月議会は代表質問）                              

○R3.6月議会                                    

①更に子育てしやすいまちへ ファミリーサポート制度の充実・常設の一時預りの必要性                      

②公共施設活用推進と公平な受益と負担のあり方の基準                        
公共施設を使いやすく・地区センター等の使用目的・使用料等について見直しを！ 

③学校での医療的ケア児への対応                           
全国的に増加している医療的ケア児が地域の学校で学べる体制整備を！ 

○R3.9月議会 

①自分事としての実効性のある防災対策と女性の防災組織への参画 
被災後、実際に行動に移せる避難所運営訓練等の取り組みを全市的に行う必要性、自分事の防災対策

推進、防災組織の運営側への女性の参画の必要性 

②学校現場での防災教育の役割 
学校での防災教育「地震から命を守るダンゴムシのポーズ」だけでいいのか？子ども達が具体的な被

害を自ら考えることで自分達にあった避難訓練の形が見えてくる、そして地域防災との連携が不可欠 

③通学路の安全確保の現状と課題 
通学路の危険個所を各学校から提出し、各機関が協力し改善等を例年行っているがその箇所が公開され

ていない、ドライバー、地域、保護者に伝えることが必要である 

➠ＨＰで危険個所が見られるようになりました 

R3.12 月議会                                   

①性の多様性を認め合い自分らしくいられる学校 ➠ 中学校の校則・制服の見直し 
学校現場でも性別、年齢、国籍、障害など多様性の理解を進めることは重要な課題となっておりそれぞ

れが自分らしく生きられるよう支援していく必要がある 

Ｑ男女共同参画的な視点はもちろん多様な性の在り方についてどのような学びの場を設けているか 

Ａ「ＬＧＢＴＱ」に関する教職員向けの様々な研修を実施、中学保健分野では「心身の発達と心の健

康」の単元で性的マイノリティーについて取り扱い、多様な性の在り方に触れている 

Ｑ様々な状況も変化しており校則の見直しが求められる、見直し状況は 

Ａ社会通念に照らし合理的と見られる範囲内で、社会情勢や学校・地域の実態に応じて毎年見直しを行

っている。制服や体操服、通学かばん等については、ＰＴＡ役員等のご意見も聞きながら進めている 

Ｑ 多くの学校でも検討され始めた多様性に合わせた制服の見直し、当市の見直し状況は 

Ａ 性の多様性に対応しつつ、全ての生徒にとって着心地がよく、様々なニーズに対応した制服の見直

しが必要である。先行導入の調査研究を進め、掛川、御前崎市とも情報共有し、市内３校の足並みをそ

ろえ見直しは丁寧に進めていく 

 

②移住定住の促進とシティプロモーション 
新型コロナ感染拡大に伴い首都圏から地方への移住に関心が高まっており、各自治体移住促進の施策が

注目されている。内閣府が 2020 年 6 月公表の調査では「地方移住への関心に変化はあったか」と

の問いに「関心が高くなった」または「関心がやや高くなった」と回答した割合は全体の 15％。

東京 23 区に住む 20 代の若者は全体の 35.4%が地方移住の「関心が高くなった」または「関心が

やや高くなった」と回答。これからの移住定住、シティプロモーション施策について 

Ｑ魅力発信事業の反省と今回の改善点は 

Ａ移住定住者向けの小冊子を作成し移住相談会など様々な機会において配布活用してきている。若者世

代の移住定住をターゲットとしているため、子育て世代の意見を多く掲載する構成となっている。今回

の改善点は、実際に菊川市に移住された人々を取り上げ、移住のきっかけや暮らしぶりなどを紹介する

ことで、よりリアルにイメージできるようにしていく 

Ｑシティプロモーション推進が今まで以上に必要となる。菊川アンバサダー（大使）を認定し「＃菊川

アンバサダー」をつけた投稿を増やすこと等 情報発信の仕方で交流人口も増えていくのでは 

ＡＳＮＳ上でのハッシュタグ(#)を活用した情報発信は拡散性が非常に高く効果的な手法である。本市

の魅力を市内外に発信していくプロモーションについては、新たな部署の創設なども含め取り組んでい

きたい。菊川に愛着を持ってくださる人々に情報発信をお手伝いしていただく仕組みづくりは有効な手

段であると考えているため、先進事例の研究を進めていく 

Ｑ情報発信については専門的な人材の招聘や業務提携することも必要ではないか 

Ａ情報発信について、庁内だけでは進まない状況もあるため、組織立てを含め中に入らなくても外か

らの力を借りる体制づくりは可能である。様々な方々に関わり意見を頂き、多くの方に届くことを念頭

に事業の組織立てや推進体制を検討していく 

 

※市内の 11 地区の特徴や暮らしぶりなどの紹介、様々な知識技能のある市民を紹介する人財図鑑作

成、菊川唯一事業（飲食店等）の移住希望者の公募、地域おこし協力隊の活用、菊川暮らし案内の充

実、火剣山キャンプ場の有効活用など提案 

                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■12月議会■ 可決内容抜粋 

・Ｒ3年度補正予算 7号 4億 1620万円 

子育て世帯臨時特別給付金 

・Ｒ3年度補正予算 8号 1億 4390万円 
新型コロナワクチン 3 回目接種事業費 

障害児通所支援費 

塵芥処理費（環境資源ギャラリーの不燃物、 

可燃粗大ごみ外部搬出対応） 

小学校施設整備事業費 
（北小学校、六郷小学校新年度学級増）等 

・文化会館アエル指定管理者の指定 

ＳＢＳプロモーション R9.3.31まで 

 

《新型コロナワクチン接種 3 回目のご案内

は接種された時期の早い高齢者から 1月

14日より発送されています》 

 

☛ 一般質問の録画配信は 

菊川市議会ホームページで 

ご覧になれます 

 

★教育福祉委員会 

R3年度テーマ「高齢者の居場所づくり」 

・菊川市の現状調査 

 社会福祉協議会・長寿介護課・福祉課 

・民生委員との懇談会 

・豊中市社会福祉協議会 ZOOM勉強会 

・お寺を地域の居場所に奈良修三氏講師 

➠11月 15日に市長あて提言書を提出 

 

 

 

 

★今年度から予算決算特別委員会での決算

審査のまとめから市長への提言を行うこと

となりました。 

議会の内容は菊川市議会

Facebookページから 

  

菊川市議会議員 倉部みつよ活動報告 

 
■令和 3.4年 役職・所属■ 

・会派 市民ネット 代表 

・教育福祉委員会 委員長 

・議会改革推進委員会 委員長 

・議会運営委員会 委員 

・ICT推進チーム 副リーダー 

●一部事務組合議会 

・掛川市菊川市衛生施設組合議会 

・東遠地区聖苑組合議会 
 

※まめ知識※ 2020 年菊川市 県内で

は御前崎市からの転入が最も多く、掛川

市への転出が最も多い。県外では愛知県

からの転入が最も多い（※RESAS より） 



 

 

NO.2 倉部みつよ 

まめまめ通信 2022 冬 
 

◆ 

 
◆六郷小学校通学路◆通学路での事故を受

け、例年自治会から要望されていた切通しの

拡幅等改修工事の推進、すぐできる対応につ

いて地区議員で執行部と直後に話し合いの場

を持ちました。関係各所様々な表示等の迅速

な対応がとられました。通学路の安全は運転

者の意識啓発が必要不可欠です。 

 

◆11月 15日 市民ネットから長谷川市長へ提言書を提出◆ 

新型コロナ禍、人口減少、高齢化等各課題の解決のためには、菊川

の「市民力」がこれからのまちを支える大きな力になる。 

■財政運営について■ 一部抜粋掲載 

・南北駅自由通路等整備事業、駅北開発、工業用地確保等大型事業

が計画されている。徹底した財政分析、財政推計を踏まえた中長期

の影響を考慮し、大型事業についてはギャップ分析等を行った戦略

的判断の資料を整えた上で策定し市民理解を得られる財政運営を進

められたい。事業推進には市民との対話が必要である。 

・公共施設の修繕管理について、現在の各担当課に振り分けて行われている対処療法的な修繕ではなく、メン

テナンスに重点をおいたチェック、保全のための工事を全体的に集約して行いそれぞれの状況を見える化でき

るファシリティマネージメントの考え方を取り入れ職員負担や修繕管理費の縮減を。 

■職員の育成、教育、働き方改革■ 

・これまでの新型コロナ感染拡大対策に係る緊急時の対応、組織間の業務の割り当て、相互支援対応、業務委

託について市民の声を反映し振り返り今後の対応に生かしていく。 

・自治体の対応力、組織力は一人一人の職員の能力はもちろん、そのチームワークに委ねられている。世の中

の状況、価値観が大きく変化している今、採用、配置、異動、能力開発、人事評価、働き方等の在り方を今一

度見直し、できる限り現場に出向き、市民の声を聴き市民に寄り添える視野の広い創造力のある職員を育成。

その能力を活用できる組織作りを進める。また、女性の管理職増、専門的知識を要する防災、広報、デジタル

化の推進等については専門家、アドバイザーの登用をご検討。 

 庁内横断した意識の共有、必要な施策には各部が連携した動きがとれるよう市長戦略室的な組織の設置を。 

■子どもが いきいき育つまち■ 

新型コロナウィルス感染拡大の影響などによりこの２年、出生数が急減している。保育の質を重視した保

育の場の充実、フリーの預かり保育、幼児期から成人まで切れ目のない発達障害への育ちの支援体

制、医療的ケア児の幼稚園保育園、小中学校での受け入れ態勢の充実、孤育てにならない居場所づく

りなど菊川市ならではのよりきめ細やかな子育てサービスを充実させ、制度の終了が惜しまれた出産祝い金に

ついても再考する必要がある。 

■活気にあふれ地域の 良さを伸ばすまち■ 

・これからの時代、地産地消の必要性が再認識されていくこととなることから新規就農者への支援体制を拡充

し、売り先のある農業の確立のためバイヤーを育成。耕作放棄地対策としても海外ニーズが増え続けている有

機抹茶の栽培と茶畑ソーラーの活用など新しい農業体制の構築を研究。 

・子どもの食物アレルギーや発達障害などの症状の急増傾向に歯止めを掛け、地域再生の起爆なることとし

て、有機農薬も化学肥料も使わずに育てた有機米や有機野菜を学校給食に取り入れる動きが全国の自治体で広

がり始めたこともあり、有機栽培農家への支援を拡充していく。 

・地域資源として、歴史研究会などと連携した歴史文化の見直しを行い、まち歩きのスペシャリストであるア

ルキニストを育成、牧之原を中心とした市町で連携した関口隆吉氏をめぐるツアーの企画、市民と協力した菊

川の魅力発信に努める。また、ツーリングや一人キャンプの流行で人気の出ている火剣山キャンプ場の通年利

用など、地域おこし協力隊の力も借りて様々な方面から菊川を訪れたいと思わせる施策推進。 

・大きな課題である大井川の命の水を守るために、各市町や関係団体と連携して生活や産業活動に影響が出な

いよう継続して強い意志を持っての対応を期待する。 

■快適な環境で安心して暮らせるまち■ 

 ＳＤＧＳ、環境問題への取り組みとして地球温暖化への対策を求められている。企業、家庭から排出され

るゴミや二酸化炭素の削減を推進し、太陽光発電、小水力発電などの身近な自然エネルギーに切り替えるな

ど、一人一人が行なえる小さな省エネの工夫を推進する。また、公共施設にも環境に配慮した断熱対策などの

省エネ対策を取り入れる。   令和 4年 2月議会の代表質問・議案審議で確認をしていきます！ 

 
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
◆五丁目下 冠水対策◆                       予定地の想定写真➠ 

7/29に発生した水害対策について 

9/17に自治会から「大雨に対する水害防止対策」の要望書が提出されました。 

菊川市と袋井土木事務所の協議により根本的な対策は早急にはできないが  

小松マテーレ様から寄付された水土のうが配布され、肉のクロダさんの設置場所への協力で 

冠水検知通信システム「冠水センサボラード」が設置されることとなりました。 

 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 
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牛渕で「大地の再生」 
ワークショップに参加 

 

造園技師・矢野智徳（やの

とものり）さんが長年にわた

る観察と実践のくり返しを経

て見出した環境再生の手法。

人工的に地形を変えること

は、水脈と土中の空気の流れ

を変え、植物層を変え、やが

ては周囲の気候さえ変えてし

まいます。 特に水脈は大地の

要であり、分断されてしまう

と様々な環境破壊を起こすた

め分断された水脈・地脈をつ

なぎ直し、その土地の自然と

人間の共存を目指す環境再生

します。大地の再生の視点は

防災対策にも繋がります。 
 

 
 

「くわひとつ」の皆さんと

活動しています。 

今後、ワークショップや

講演会、映画会等の企画が

あります。FBページでご

確認ください。 

※くわひとつで自然と関わってい

た昔の暮らし方に学び、自分だ

けでなく、周りの人や地域も、ま

た、人社会だけでなく自然環境

もが豊かになることを目指して学

んでいく会。 

 

くわひとつ ＦＢページ 

 

 


